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図 1　宝生寺《仏涅槃図》　全図
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図 9　宝生寺《仏涅槃図》　裏彩色の状況（左右反転）
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図 4　本紙肌裏紙を除去

図 6　新規に折れ伏せを入れる

図 8　宝生寺伝来の反故絹による旧補絹
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図 11　宝生寺《仏涅槃図》　釈迦如来　胸元　部分

図 10　宝生寺《仏涅槃図》　釈迦如来　部分
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図 13　旧軸の外側 図 12　旧軸の内側および竹棒
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横浜市宝生寺所蔵仏涅槃図の表現と伝来について

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

　

 

仏
涅
槃
図
、
修
理
墨
書
銘
文
、
伝
来

【
要
旨
】

　

横
浜
市
南
区
堀
ノ
内
の
青
龍
山
法
金
剛
院
宝
生
寺
は
、
寺
伝
で
は
承
安
元
年

（
一
一
七
一
）
に
覚
清
が
創
建
し
た
と
さ
れ
、
康
暦
二
年
（
一
三
八
〇
）
に
覚
尊

が
入
寺
し
中
興
し
て
以
降
、
平
子
氏
お
よ
び
石
川
氏
の
氏
寺
と
し
て
興
隆
し
、
江

戸
時
代
に
は
関
東
古
義
真
言
宗
の
談
義
所
と
し
て
五
十
以
上
の
末
寺
を
擁
し
栄
え

た
古
刹
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
宝
生
寺
所
蔵
の
仏
涅
槃
図
（
四
副
一
鋪
、
絹
本
著
色
、
南
北
朝
時

代
）
の
図
様
が
、
円
覚
寺
本
仏
涅
槃
図
や
そ
の
影
響
下
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
宝
戒

寺
本
仏
涅
槃
図
に
近
似
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
解
体
修
理
の
過
程
で
軸

木
か
ら
新
た
に
発
見
さ
れ
た
墨
書
の
概
要
を
報
告
し
、
そ
の
伝
来
の
一
端
を
明
ら

か
に
す
る
。

は
じ
め
に

　

横
浜
市
南
区
堀
ノ
内
の
青
龍
山
法
金
剛
院
宝
生
寺
は
、
寺
伝
で
は
承
安
元
年
（
一

一
七
一
）
に
覚
清
が
創
建
し
た
と
さ
れ
る
が
、
真
言
宗
の
道
場
と
し
て
整
備
さ
れ
る

の
は
覚
尊
が
康
暦
二
年
（
一
三
八
〇
）
に
入
寺
し
て
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
覚
尊
は
、

永
和
二
年
（
一
三
五
八
）
に
三
宝
院
流
を
受
法
し
、
応
安
七
年
（
一
三
七
四
）
に
は

祐
尊
か
ら
西
院
流
の
伝
法
灌
頂
を
受
け
、
さ
ら
に
応
永
十
年
（
一
四
〇
三
）
に
は
鶴

岡
八
幡
宮
寺
二
十
五
坊
相
承
院
の
俊
誉
か
ら
元
瑜
方
を
受
法
し
て
い
る
。
ま
た
応
永

十
六
年
（
一
四
〇
九
）
に
は
仁
和
寺
で
欠
坊
に
な
っ
て
い
た
宝
金
剛
院
の
院
号
を
賜

っ
て
い
る
。
宝
生
寺
は
、
覚
尊
が
中
興
し
て
以
降
、
平
子
氏
の
氏
寺
と
し
て
興
隆
し
、

江
戸
時
代
に
は
関
東
古
義
真
言
宗
の
談
義
所
と
し
て
五
十
以
上
の
末
寺
を
擁
し
栄
え

た（
（
（

。

　

本
稿
で
扱
う
宝
生
寺
本
仏
涅
槃
図
（
図
１
）
の
法
量
は
、
縦
二
〇
二
・
七
㎝
、
横

一
六
二
・
一
㎝
、
四
副
一
鋪
で
構
成
さ
れ
る
。
現
状
の
絹
の
幅
は
左
か
ら
、
お
お
よ

そ
三
十
八
・
五
、
四
十
三
・
一
、
四
十
二
・
三
、
三
十
九
・
七
㎝
で
、
左
右
の
絹
に

は
若
干
の
切
り
詰
め
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
絵
画
表
現
や
絹
目
か
ら
南
北
朝
時

代
の
制
作
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
に
は
横
浜
市
の

有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
躍
動
感
の
あ
る
線
描
主
体
の
優
品
で
あ
る
が
、

こ
れ
ま
で
伝
来
な
ど
は
全
く
不
明
で
あ
っ
た
。
経
年
に
よ
り
、
画
絹
の
折
れ
や
部
分

的
な
断
裂
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
本
図
の
寄
託
を
受
け
て
い
る
神
奈

川
県
立
歴
史
博
物
館
の
監
督
の
も
と
、
株
式
会
社
墨
仁
堂
に
て
、
平
成
二
十
九
年
度

（
二
〇
一
七
年
度
）
に
本
格
的
な
解
体
修
理
を
お
こ
な
っ
た
。

　

修
理
の
過
程
で
は
、
軸
木
か
ら
過
去
の
複
数
回
に
わ
た
る
修
理
の
記
録
が
見
出
さ

れ
、
こ
の
涅
槃
図
が
少
な
く
と
も
明
応
七
年
（
一
四
九
八
）
以
降
、
五
〇
〇
年
以
上

に
わ
た
り
宝
生
寺
で
大
切
に
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
本
稿
で
は
こ
の
度
の

橋　

本　

遼　

太

【 

論
文 

】
横
浜
市
宝
生
寺
所
蔵
仏
涅
槃
図
の
表
現
と
伝
来
に
つ
い
て

　
　
―
鎌
倉
地
域
に
お
け
る
円
覚
寺
本
仏
涅
槃
図
の
影
響
力
―
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解
体
修
理
の
概
要
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
宝
生
寺
本
の
図
様
が
、
円
覚
寺
本
仏
涅

槃
図
や
そ
の
影
響
下
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
宝
戒
寺
本
仏
涅
槃
図
に
近
似
す
る
こ
と
を

指
摘
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
解
体
修
理
の
過
程
で
軸
木
か
ら
新
た
に
発
見
さ
れ
た
墨
書

の
概
要
を
報
告
し
、
そ
の
伝
来
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
。

一　

修
理
の
概
要

　

修
理
を
計
画
す
る
以
前
の
宝
生
寺
本
（
図
2
）
は
経
年
に
よ
り
画
絹
に
折
れ
が
散

見
さ
れ
、
一
部
で
は
割
れ
が
生
じ
て
い
る
状
態
で
あ
り
、
ま
た
総
裏
打
紙
に
は
毛
羽

立
ち
が
見
ら
れ
、
展
舒
の
際
に
画
絹
の
割
れ
た
箇
所
を
巻
き
込
み
か
ね
な
い
状
態
で

あ
っ
た
。
こ
れ
以
上
の
劣
化
を
止
め
、
保
存
に
適
し
た
状
態
に
す
る
た
め
、
解
体
修

理
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
修
理
は
株
式
会
社
墨
仁
堂
に
お
い
て
、
平
成
二
十
九
年
度

の
一
ヵ
年
で
行
わ
れ
た
。
修
理
の
お
お
ま
か
な
工
程
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
一
）	

事
前
調
査

（
二
）	

表
具
の
解
体

（
三
）	

裏
面
か
ら
湿
し
て
伸
ば
し
、
肌
裏
紙
を
残
し
て
増
裏
紙
ま
で
を
除
去

（
四
）	

兎
膠
水
溶
液
に
て
表
面
か
ら
絵
具
の
剥
落
止
め
を
行
う

（
五
）	

本
紙
表
面
か
ら
純
水
を
噴
霧
し
て
、
下
に
敷
い
た
吸
水
紙
に
滲
出
し
た
汚

れ
を
吸
着
す
る

（
六
）	

布
海
苔
と
化
繊
紙
を
用
い
て
本
紙
表
面
を
固
定
保
護
す
る

（
七
）	

少
し
ず
つ
湿
し
て
、
本
紙
肌
裏
紙
を
繊
維
状
に
崩
し
な
が
ら
除
去
す
る

（
乾
式
肌
上
法
）（
図
3
、
4
）

（
八
）	

旧
補
絹
を
除
去
す
る

（
九
）	

本
紙
欠
損
箇
所
に
、
欠
損
箇
所
の
形
状
と
同
型
に
成
形
し
た
電
子
線
劣
化

絹
を
裏
面
か
ら
あ
て
る
（
図
5
）

（
一
〇
）	

染
美
濃
紙
（
美
濃
太
田
製
）
を
用
い
て
、
小
麦
粉
澱
粉
（
一
〇
〇
％
）
糊

（
新
糊
）
に
て
本
紙
の
肌
裏
打
を
行
う

（
一
一
）	

表
打
ち
の
紙
を
除
去
す
る

（
一
二
）	

表
具
裂
を
新
調
し
、
染
美
濃
紙
と
新
糊
に
て
肌
裏
打
を
行
う

（
一
三
）	

古
糊
と
美
栖
紙
（
吉
野
上
窪
製
）
を
用
い
て
、
本
紙
と
裂
の
増
裏
打
を
行

う

（
一
四
）	

細
く
切
っ
た
美
濃
紙
の
帯
と
新
糊
に
て
折
れ
山
部
分
に
折
れ
伏
せ
を
入
れ

る
（
図
6
）

（
一
五
）	

本
紙
、
裂
そ
れ
ぞ
れ
を
仮
貼
り
し
、
一
旦
乾
燥
さ
せ
る

（
一
六
）	

古
糊
と
美
栖
紙
（
吉
野
上
窪
製
）
を
用
い
て
、
本
紙
と
裂
の
中
裏
打
を
行

う

（
一
七
）	

付
廻
し
を
し
て
表
具
の
形
に
調
え
る

（
一
八
）	

古
糊
を
用
い
て
矢
車
染
宇
陀
紙
（
吉
野
福
西
製
）
に
て
総
裏
打
を
行
い
、

長
期
乾
燥
さ
せ
る

　

以
上
の
工
程
を
経
て
、
約
一
年
間
の
修
理
が
完
了
し
た
。
表
具
類
に
つ
い
て
は
、

軸
首
は
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
た
う
え
で
元
使
い
し
、
軸
木
、
八
双
金
具
、
紐
、
鐶
、
座

金
は
新
調
し
て
取
り
付
け
た
。
中
廻
し
と
風
帯
（
萌
黄
地
三
葉
葵
文
金
襴
）
は
元
使

い
、
総
縁
（
茶
地
牡
丹
唐
草
文
綾
）
は
新
調
し
て
付
け
回
し
た
。

　

こ
の
度
の
解
体
修
理
に
伴
い
判
明
し
た
こ
と
の
う
ち
、
特
記
す
べ
き
事
項
を
以
下

で
述
べ
る
。

　

第
一
に
、
旧
肌
裏
と
旧
補
絹
の
状
況
に
つ
い
て
。
増
裏
紙
を
除
去
し
た
段
階
で
透

過
光
撮
影
を
行
っ
た
こ
と
で
、
旧
肌
裏
と
旧
補
絹
の
施
工
状
況
が
判
明
し
た
（
図

7
）。
具
体
的
に
は
、
旧
肌
裏
紙
に
は
長
方
形
の
紙
が
用
い
ら
れ
、
そ
れ
ら
が
重
な

る
部
分
で
段
差
が
発
生
し
て
い
た
。
ま
た
旧
補
絹
は
、
欠
損
箇
所
を
広
く
覆
う
よ
う

に
絆
創
膏
状
に
充
て
ら
れ
て
お
り
、
制
作
当
初
の
画
絹
が
残
る
箇
所
に
つ
い
て
は
段
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差
が
生
じ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
段
差
は
画
面
の
折
れ
や
割
れ
を
発
生
さ
せ
る
要
因
の

ひ
と
つ
で
あ
っ
た
が
、
今
回
の
修
理
で
は
、
欠
損
箇
所
に
合
う
形
状
に
調
整
し
た
劣

化
絹
を
用
い
た
た
め
、
段
差
は
解
消
さ
れ
新
た
な
段
差
は
生
じ
て
い
な
い
。

　

第
二
に
、
旧
補
絹
に
宝
生
寺
所
蔵
の
反
故
の
絹
が
再
利
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
に

つ
い
て
。
旧
補
絹
の
一
部
に
は
「
弘
法
大
師
御
筆
」、「
寶
生
寺
」、「
品
辨
修
補
」
と

い
う
墨
書
が
確
認
さ
れ
た
（
図
8
）。
こ
れ
ら
墨
書
の
あ
る
絹
は
、
他
の
墨
書
の
な

い
絹
と
区
別
な
く
利
用
さ
れ
て
お
り
、
何
ら
か
の
意
図
を
込
め
て
使
用
さ
れ
た
と
い

う
よ
り
は
単
な
る
絹
の
再
利
用
と
い
っ
た
様
子
で
あ
る
。
高
野
山
を
本
寺
と
す
る
宝

生
寺
に
弘
法
大
師
筆
の
伝
承
を
有
す
る
絵
画
は
十
分
に
存
在
し
え
た
で
あ
ろ
う
し（

（
（

、

新
規
に
補
絹
を
調
製
す
る
の
で
は
な
く
、
寺
に
伝
わ
っ
た
絵
画
に
係
る
遺
品
を
再
利

用
す
る
と
い
う
合
理
的
な
判
断
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

第
三
に
、
裏
彩
色
に
つ
い
て
。
乾
式
肌
上
法
で
肌
裏
紙
ま
で
を
除
去
し
た
こ
と
に

よ
り
、
画
絹
の
裏
側
の
状
況
が
一
時
的
に
確
認
で
き
た
（
図
9
）。
絹
を
素
材
と
す

る
絵
画
作
品
に
は
、
顔
料
の
固
着
性
を
高
め
る
た
め
、
あ
る
い
は
、
色
数
の
多
さ
を

確
保
す
る
た
め
、
往
々
に
し
て
、
絹
の
表
面
か
ら
だ
け
で
な
く
裏
か
ら
も
彩
色
が
施

さ
れ
る
が
、
工
房
提
供
の
裏
彩
色
の
写
真
を
確
認
す
る
か
ぎ
り
、
宝
生
寺
本
に
は
現

状
で
は
ほ
と
ん
ど
裏
彩
色
は
確
認
で
き
な
い
。
写
真
に
は
赤
系
の
色
材
が
確
認
で
き

る
が
、
こ
れ
ら
は
表
面
か
ら
賦
さ
れ
た
赤
系
顔
料
が
透
け
て
み
え
て
い
る
も
の
と
判

断
さ
れ
、
裏
彩
色
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
宝
台
に
横
た
わ
る

釈
迦
の
周
囲
や
、
宝
台
右
下
で
こ
ち
ら
に
背
を
向
け
る
僧
（
尼
僧
か
）
の
着
衣
に
は

わ
ず
か
に
白
群
が
残
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
初
は
こ
う
し
た
青
系
顔
料
な
ど
、

他
の
色
の
顔
料
も
使
用
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
過
去
の
修
理
で
残
念

な
が
ら
肌
裏
紙
と
と
も
に
除
去
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。

二　

図
様
と
表
現

　

修
理
を
経
て
、
画
面
の
折
れ
、
割
れ
や
段
差
は
解
消
さ
れ
、
掛
軸
は
安
定
し
た
状

態
を
取
り
戻
し
た
。
過
去
の
修
理
で
充
て
ら
れ
て
い
た
濃
い
灰
色
の
肌
裏
紙
を
除
去

し
、
新
た
な
肌
裏
紙
に
は
、
除
去
し
き
れ
な
か
っ
た
旧
肌
裏
紙
が
目
立
た
な
い
よ
う

や
や
薄
め
の
墨
色
を
選
び
、
新
た
な
増
裏
紙
に
は
会
衆
を
は
じ
め
と
し
て
画
面
全
体

が
適
切
な
明
る
さ
に
見
え
る
よ
う
純
白
に
近
い
色
を
選
ん
だ
。
安
定
し
た
状
態
を
取

り
戻
し
た
掛
軸
は
、
結
果
的
に
画
面
の
鑑
賞
性
が
高
ま
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
そ
こ

で
改
め
て
宝
生
寺
本
の
表
現
の
特
徴
を
述
べ
て
お
く
。

　

宝
生
寺
本
は
縦
二
〇
二
・
七
㎝
、
横
一
六
二
・
一
㎝
の
画
面
を
、
四
枚
の
絹
を
継

い
で
構
成
す
る
。
現
状
で
は
全
体
に
赤
色
系
顔
料
の
色
が
目
立
つ
が
、
宝
台
の
上
面

に
は
青
系
顔
料
の
痕
跡
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
当
初
は
赤
系
以
外
の
顔
料
も
用
い

ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
打
ち
込
み
が
強
く
肥
痩
を
伴
う
描
線
は
、
躍
動
感
を
も

っ
て
奔
放
に
翻
る
。
た
だ
し
、
強
い
打
ち
込
み
は
一
律
に
施
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、

身
体
、
衣
、
動
物
な
ど
、
対
象
に
よ
っ
て
打
ち
込
み
の
強
さ
を
使
い
分
け
て
お
り
、

そ
の
主
張
が
さ
ほ
ど
強
い
と
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
肥
痩
の
調
整
は
巧
み
で
、
こ
れ
は

宝
生
寺
本
の
特
徴
と
い
え
る
。

　

画
面
中
央
の
宝
台
上
に
は
、
目
を
閉
じ
た
釈
迦
が
右
手
枕
に
し
て
横
た
わ
る
（
図

10
）。
左
手
は
体
側
に
沿
わ
せ
、
腰
と
膝
を
や
や
曲
げ
る
。
肉
身
は
お
も
て
か
ら
金

泥
を
塗
り
込
め
、
茶
色
味
の
や
や
強
い
朱
線
で
胸
元
や
三
道
や
顔
の
輪
郭
を
描
き
起

こ
す
。
衣
部
は
丹
の
具
の
裏
彩
色
に
、
お
も
て
か
ら
金
泥
で
文
様
を
描
く
。
袈
裟
の

条
葉
部
は
細
線
二
本
で
内
外
を
区
画
し
、
内
区
を
花
文
で
充
填
す
る
。
田
相
部
は
雷

文
、
袈
裟
を
折
り
返
し
た
裏
側
部
分
は
矢
来
文
、
条
帛
に
は
麻
葉
文
を
い
ず
れ
も
金

泥
で
施
す
（
図
11
）。

　

現
状
で
は
決
し
て
色
彩
主
体
と
は
言
え
な
い
画
面
の
な
か
で
存
在
感
を
放
つ
、
釈

迦
の
肉
身
と
衣
部
に
施
さ
れ
た
こ
の
彩
色
は
、
横
浜
市
の
有
形
文
化
財
の
指
定
を
受

け
る
際
の
指
定
調
書（

（
（

で
は
江
戸
時
代
の
後
補
と
さ
れ
た
が
、
当
初
か
後
補
か
は
、
な
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お
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
る
。
宝
生
寺
本
の
釈
迦
は
い
わ
ゆ
る
皆
金
色
で
あ
ら

わ
さ
れ
る
が
、
皆
金
色
の
技
法
自
体
は
、
京
都
・
清
凉
寺
《
二
河
白
道
図
》（
鎌
倉

時
代
・
十
三
世
紀
）
や
徳
島
・
雲
辺
寺
《
釈
迦
阿
弥
陀
発
遣
来
迎
図
》（
鎌
倉
時
代
・

十
三
世
紀
）、
京
都
・
知
恩
院
《
阿
弥
陀
二
十
五
菩
薩
来
迎
図
（
早
来
迎
）》（
鎌
倉

時
代
・
十
三
世
紀
）
な
ど
十
三
世
紀
後
半
の
作
と
考
え
ら
れ
る
作
例
に
見
出
さ
れ
、

ま
た
乾
元
元
年
（
一
三
〇
二
）
の
軸
木
銘
文
が
あ
る
東
京
都
青
梅
市
・
金
剛
寺
《
如

意
輪
観
音
像
》
や
、
画
面
内
の
色
紙
型
に
徳
治
二
年
（
一
三
〇
七
）
の
記
載
が
あ
る

京
都
・
西
寿
寺
《
阿
弥
陀
六
地
蔵
十
羅
刹
女
像
》
な
ど
の
存
在
か
ら
し
て
十
三
世
紀

後
半
ま
で
に
は
技
法
と
し
て
確
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る（

（
（

。
仏
涅
槃
図
の
作
例
で

は
、「
十
四
世
紀
初
頭
を
降
る
こ
と
は
な
い
」（

（
（

作
と
さ
れ
る
京
都
府
木
津
川
市
・
常

念
寺
《
仏
涅
槃
図
》
や
文
化
庁
（
和
歌
山
県
海
南
市
・
長
保
寺
旧
蔵
）《
仏
涅
槃
図
》

に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
な
か
で
も
常
念
寺
本
仏
涅
槃
図
の
釈
迦
に
施
さ
れ
る
文

様
は
、
袈
裟
の
条
葉
部
に
花
文
、
田
相
部
に
雷
文
と
、
宝
生
寺
本
と
共
通
し
て
お
り
、

留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
全
体
に
顔
料
の
剝
落
が
認
め
ら
れ
る
宝
生
寺
本
に
お
い
て
、

釈
迦
の
み
鮮
や
か
な
金
泥
が
残
る
点
は
奇
異
で
あ
り
、
た
し
か
に
指
定
調
書
に
あ
る

よ
う
に
江
戸
時
代
に
彩
色
を
加
え
ら
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
表
現
技
法
を
見

る
限
り
、
当
初
か
ら
の
彩
色
で
あ
る
可
能
性
も
残
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

宝
台
の
上
面
に
敷
か
れ
た
織
物
の
内
区
に
は
、
残
存
す
る
の
は
釈
迦
の
周
囲
の
み

だ
が
、
青
系
顔
料
の
地
に
金
泥
で
亀
甲
繋
ぎ
文
が
描
か
れ
る
。
外
区
に
は
朱
の
地
に

金
泥
で
雲
気
文
を
施
す
。

　

八
本
の
沙
羅
双
樹
の
う
ち
、
釈
迦
の
足
元
側
の
四
本
は
枯
れ
て
白
変
し
た
葉
を
つ

け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
顔
料
の
残
存
状
況
は
芳
し
く
な
い
。
残
る
頭
側
の
四
本
は

緑
の
葉
を
付
け
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
画
絹
の
裏
か
ら
塗
ら
れ
て
い
た
た
め

か
緑
系
顔
料
の
色
は
痕
跡
す
ら
確
認
で
き
な
い
。
釈
迦
の
頭
側
の
一
本
に
は
錫
杖
が

掛
け
ら
れ
る
。
錫
杖
頭
の
根
本
側
に
仏
鉢
を
白
布
で
包
み
、
そ
こ
に
、
条
葉
部
が
朱

で
田
相
部
が
丹
の
袈
裟
が
と
も
に
結
ば
れ
る
。

　

阿
那
律
に
先
導
さ
れ
た
摩
耶
夫
人
一
行
は
画
面
向
か
っ
て
左
上
か
ら
飛
来
す
る
。

右
上
か
ら
の
飛
来
を
描
く
作
例
が
比
較
的
多
い
な
か
、
左
上
か
ら
の
飛
来
は
や
や
珍

し
い（

（
（

と
い
え
よ
う
が
、
宝
生
寺
本
を
特
徴
づ
け
る
要
素
と
ま
で
は
言
え
な
い
。
空
に

は
墨
線
で
輪
郭
さ
れ
白
色
絵
具
を
塗
り
込
め
ら
れ
た
白
い
月
が
浮
か
ぶ
。

　

お
も
に
釈
迦
の
頭
側
に
描
か
れ
る
菩
薩
衆
は
、
顔
に
は
当
初
は
裏
か
ら
白
色
系
の

絵
具
が
施
さ
れ
て
肌
の
色
を
表
現
し
て
い
た
と
思
し
い
が
ほ
と
ん
ど
剝
落
し
て
し
ま

っ
て
お
り
、
確
認
で
き
る
箇
所
は
わ
ず
か
な
部
分
に
限
ら
れ
る
。
面
貌
や
皺
は
墨
線

で
表
し
、
墨
線
に
沿
う
よ
う
に
朱
線
を
入
れ
る
。

　

悲
哀
の
感
情
を
露
わ
に
す
る
比
丘
形
の
人
物
た
ち
は
、
菩
薩
衆
に
比
べ
て
や
や
浅

黒
い
肌
の
色
を
呈
す
る
。
こ
の
色
は
、
顔
料
の
粒
子
が
確
認
で
き
ず
染
料
に
よ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
比
丘
形
の
多
く
に
は
、
目
元
に
朱
が
点
じ
ら
れ
、
赤
く

目
を
腫
ら
す
表
現
が
と
ら
れ
る
。
宝
生
寺
本
の
特
徴
に
挙
げ
た
、
肥
痩
の
あ
る
描
線

が
効
果
的
に
働
き
、
比
丘
形
の
悲
し
み
が
的
確
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
、
宝
生
寺
本
《
仏
涅
槃
図
》
の
図
様
と
表
現
を
確
認
し
た
。
続
い
て
、
宝
生

寺
本
は
他
の
仏
涅
槃
図
と
の
比
較
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
を
次
に
述
べ
る
。

　

宝
生
寺
本
に
描
か
れ
る
人
物
等
を
他
本
の
そ
れ
と
子
細
に
比
較
す
る
と
、
円
覚
寺

本
《
仏
涅
槃
図
》
の
系
統
に
つ
ら
な
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
円
覚
寺
本
が
、
祖
本
と

な
っ
た
元
画
に
忠
実
に
基
づ
き
弘
安
五
年
（
一
二
八
二
）
の
円
覚
寺
創
建
の
頃
に
鎌

倉
に
お
い
て
描
か
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
的
確
か
つ
力
み
の
な
い
運
筆
で
優
れ
た
作

行
を
示
す
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
は
、
先
学
が
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る（

（
（

。
森
實
久
美
子

氏
は
命
尊
筆
《
仏
涅
槃
図
》（
九
州
国
立
博
物
館
所
蔵
）
に
つ
い
て
の
論
考（

（
（

の
な
か

で
、
尼
僧
の
描
か
れ
る
仏
涅
槃
図
に
着
目
し
、
そ
れ
ら
の
仏
涅
槃
図
が
広
く
み
れ
ば

同
一
の
系
統
に
属
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
祖
本
と
し
て
、
円
覚
寺
本
あ
る
い
は
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そ
の
原
本
を
想
定
さ
れ
た
。
加
え
て
系
統
を
同
じ
く
す
る
こ
れ
ら
の
仏
涅
槃
図
に
つ

い
て
、
図
様
と
画
風
の
二
観
点
か
ら
、
南
都
絵
所
に
よ
る
伝
統
的
な
画
風
の
も
の

（
フ
リ
ア
ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
本
、
妙
法
寺
本
、
劔
神
社
本
、
東
長

本
）
と
円
覚
寺
本
に
よ
り
忠
実
な
も
の
（
知
恩
寺
本
、
耕
三
寺
本
、
橘
寺
本
、
宝
戒

寺
本
、
大
蔵
経
寺
本
）
の
二
つ
に
分
類
さ
れ
た
が
、
本
稿
で
は
後
者
の
作
例
に
さ
ら

に
宝
生
寺
本
を
加
え
た
い
。

　

会
衆
の
図
像
を
個
々
に
比
べ
た
と
こ
ろ
、
宝
生
寺
本
は
、
会
衆
の
図
像
に
関
し
て

は
、
円
覚
寺
本
系
統
の
な
か
で
も
宝
戒
寺
本
（
鎌
倉
市
宝
戒
寺
所
蔵
、
神
奈
川
県
指

定
有
形
文
化
財
）
に
も
っ
と
も
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。
宝
生
寺
本
と
宝
戒
寺
本
は
法

量
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
二
・
七
×
一
六
二
・
一
㎝
、
二
一
六
・
四
×
一
五

六
・
六
㎝
と
よ
く
似
た
数
値
で
あ
る
。
た
だ
し
、
会
衆
の
図
像
や
法
量
に
つ
い
て
は

宝
戒
寺
本
に
近
い
と
は
い
え
、
動
物
た
ち
の
図
像
は
む
し
ろ
円
覚
寺
本
に
近
く
、
ま

た
翻
る
描
線
な
ど
そ
の
描
写
の
態
度
も
円
覚
寺
本
に
学
ん
だ
と
思
し
い
。
橘
寺
本

《
仏
涅
槃
図
》（
康
暦
二
年
〔
一
三
八
〇
〕）
や
大
蔵
経
寺
本
《
仏
涅
槃
図
》（
霊
彩
筆
、

永
享
七
年
〔
一
四
三
五
〕）
な
ど
、
円
覚
寺
本
の
直
摸
と
も
い
う
べ
き
作
品
と
比
べ

て
も
、
宝
生
寺
本
の
線
描
主
体
の
表
現
は
、
際
立
っ
て
円
覚
寺
本
に
近
い
と
言
え
る
。

要
す
る
に
、
宝
生
寺
本
は
、
法
量
や
会
衆
の
図
像
は
宝
戒
寺
本
に
近
く
、
線
描
の
質

や
動
物
の
図
像
は
円
覚
寺
本
に
近
い
。

　

円
覚
寺
本
は
強
い
影
響
力
を
持
ち
、
多
く
の
転
写
本
が
制
作
さ
れ
た
が
、
宝
生
寺

本
が
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
十
四
世
紀
半
ば
こ
ろ
の
時
点
で
、
す
で
に
複
数
の

亜
種
が
生
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
宝
戒
寺
本
と
宝
生
寺
本
は
示
す
。
円
覚
寺
本
系
統
の

仏
涅
槃
図
に
お
い
て
、
円
覚
寺
本
の
図
像
が
強
い
規
範
性
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、

大
蔵
経
寺
本
な
ど
円
覚
寺
と
の
つ
な
が
り
で
も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
作
例（

（
（

が

示
し
て
い
る
。
宝
戒
寺
本
が
、
宝
戒
寺
の
創
建
当
初
か
ら
の
什
物
と
し
て
円
覚
寺
本

を
手
本
に
制
作
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
円
覚
寺
本
の
影
響
力
は
鎌
倉
地
域
に
お
い

て
と
り
わ
け
大
き
か
っ
た
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
宝
戒
寺
本
は
、
動
物
の
図
像
を
、

別
系
統
の
仏
涅
槃
図
か
ら
引
用
し
て
亜
種
を
生
成
し
て
い
る
が
、
こ
こ
に
は
、
円
覚

寺
本
に
大
い
に
拠
り
な
が
ら
も
直
模
を
意
図
的
に
避
け
る
意
識
の
よ
う
な
も
の
が
う

か
が
え
、
か
え
っ
て
宝
戒
寺
本
と
円
覚
寺
本
と
の
近
さ
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
も

思
え
る
。

　

宝
生
寺
本
に
話
を
戻
す
と
、
宝
生
寺
本
も
や
は
り
円
覚
寺
本
の
強
い
影
響
の
も
と
、

円
覚
寺
本
の
表
現
を
目
指
し
て
制
作
さ
れ
た
と
考
え
た
い
。
こ
こ
で
着
目
し
た
い
の

は
、
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
に
涅
槃
図
を
請
来
し
宝
生
寺
に
安
置
し
た
第
四
代
住

持
の
圓
真
法
印
に
法
を
授
け
た
第
三
代
住
持
の
円
鎮
が
鶴
岡
八
幡
宮
寺
二
十
五
坊
・

雪
ノ
下
相
承
院
に
二
〜
三
年
住
し
て
い
た
点
で
あ
る
。
宝
生
寺
本
の
、
円
覚
寺
本
や

宝
戒
寺
本
と
の
近
似
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
そ
の
請
来
元
は
、
鶴
岡
の
よ
う
な
鎌
倉

地
域
の
社
寺
で
あ
っ
た
可
能
性
を
ま
ず
想
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
候
補
と
し

て
先
住
住
持
ゆ
か
り
の
寺
院
で
あ
っ
た
雪
ノ
下
相
承
院
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

三　

軸
木
よ
り
見
出
さ
れ
た
修
理
墨
書
銘

　

宝
生
寺
本
の
軸
木
（
図
12
、
図
13
）
は
、
円
柱
形
の
木
材
を
半
分
に
割
り
内
刳
り

を
施
し
た
特
殊
な
も
の
で
、
同
種
の
軸
木
の
構
造
を
も
つ
作
品
に
は
、
管
見
の
限
り
、

他
に
、
東
京
・
青
梅
山
金
剛
寺
《
如
意
輪
観
音
菩
薩
像
》
が
あ
る
。
金
剛
寺
本
の
軸

木
内
部
に
は
「
聖
如
意
輪
觀
自
在
菩
薩
像
一
躰
為
生
ゝ
世
ゝ
値
遇
奉
付
也　

祐
範
／

（
花
押
）」「
乾
元
元
年
七
月
廿
日
金
澤
住
僧
戒
円
房
祐
範
之
本
尊
」
と
記
さ
れ
る
が
、

唐
招
提
寺
《
東
征
伝
絵
》
や
光
明
寺
《
浄
土
五
祖
絵
伝
》
と
の
画
風
の
近
似
を
示
し

鎌
倉
地
方
に
お
い
て
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
金
剛
寺
本
が
こ
の
よ
う
な
構
造
を

取
る
こ
と
は
、
宝
生
寺
本
の
修
理
場
所
を
考
え
る
う
え
で
興
味
深
い
。

　

さ
て
、
宝
生
寺
本
の
軸
木
内
部
の
両
側
に
は
墨
書
が
認
め
ら
れ
、
合
計
十
五
か
所

を
糸
（
二
本
撚
り
合
わ
せ
）
で
結
び
留
め
固
定
さ
れ
て
い
た
。
軸
木
は
、
主
た
る
構
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造
材
と
、
そ
の
隙
間
を
埋
め
る
二
個
の
小
材
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
小
材
の
長
さ
は
、

十
六
・
五
㎝
と
三
・
三
㎝
。
主
た
る
構
造
材
は
、
三
・
三
㎝
の
小
材
を
外
し
て
互
い

に
合
わ
せ
る
と
木
目
が
通
り
、
一
材
か
ら
作
り
出
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
軸
木
に
調

製
す
る
際
に
、
主
た
る
構
造
材
を
ず
ら
し
て
隙
間
に
小
材
を
充
填
し
て
い
る
が
、
そ

の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
状
況
か
ら
推
測
す
る
に
、
合
わ
せ
る
べ
き
絵
の
法
量
と
軸

の
長
さ
が
合
わ
な
か
っ
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。
内
刳
を
施
し
墨
書
を
認
め
た
の

ち
、
い
よ
い
よ
掛
軸
に
調
え
る
段
階
で
軸
の
長
さ
を
調
整
し
た
、
そ
の
痕
跡
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

糸
を
解
く
と
内
部
に
は
、
縦
で
半
分
に
割
ら
れ
た
構
造
材
の
そ
れ
ぞ
れ
に
墨
書
が

認
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
重
り
と
し
て
機
能
し
た
か
と
思
わ
れ
る
竹
製
の
棒
が
納

入
さ
れ
て
い
た
（
図
12
）。
竹
製
の
棒
は
中
ほ
ど
一
か
所
に
溝
を
刻
み
木
端
を
差
す

こ
と
で
、
内
部
で
動
か
な
い
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
竹
棒
の
内
部
に
は

「
念
仏
講
中
」
な
ど
の
文
言
を
含
む
紙
片
が
一
枚
差
し
込
ま
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、

軸
木
の
表
面
に
は
、「
天
保
六
未
年
」、「
経
師
」
等
の
文
言
が
確
認
で
き
た
。
こ
れ

ら
の
墨
書
は
都
合
四
回
に
わ
た
る
過
去
の
修
理
の
記
録
で
あ
り
、
宝
生
寺
本
の
来
歴

を
伝
え
る
貴
重
な
情
報
で
あ
る
。
以
下
で
詳
し
く
内
容
を
記
す
。
な
お
、
説
明
の
都

合
上
、
筆
者
や
記
載
箇
所
な
ど
の
墨
書
の
ま
と
ま
り
ご
と
に
便
宜
的
に
数
字
を
付
け
、

【　

】
で
示
す
こ
と
と
す
る
。

【
墨
書
一
】（
図
14
）

涅
槃
像
修
複マ

マ

事　

于
時
明
應
七
年
〈
戊
／
午
〉
八
月
日
表
背
再
興　

當
寺
第
六

代
住
持
法
印
鎮
誉　

武
州
平
子
宝
生
寺
門
徒
合
力
幷
所
人
之
菩
提
講
衆
勧
進
表

具
調
畢　

今
般
取
持
門
中
十
三
人　

表
背
師
能
精
上
人

【
墨
書
二
】（
図
15
）

今
斯
尊
像
者
去
長
禄
二
年
仁
當
寺
第
四
代
住
持
圓
真
法
印
求
之
置
給
云
云

　

墨
書
一
は
軸
木
内
部
の
片
面
の
軸
端
側
か
ら
天
地
に
わ
た
り
一
行
で
記
さ
れ
る
も

の
。
墨
書
二
は
軸
木
内
部
の
も
う
片
方
の
面
に
軸
端
側
か
ら
中
ほ
ど
ま
で
一
行
で
記

さ
れ
る
も
の
。

　

内
容
は
、
明
応
七
年
（
一
四
九
八
）
八
月
に
涅
槃
像
の
表
背
を
再
興
し
た
こ
と
を

記
す
も
の
で
、
筆
者
は
墨
書
一
、
墨
書
二
と
も
に
宝
生
寺
第
六
代
の
鎮
誉
法
印
で
あ

る
。
平
子
宝
生
寺
の
門
徒
が
力
を
合
わ
せ
、
菩
提
講
の
講
衆
の
勧
進
に
よ
り
表
具
が

調
進
さ
れ
た
、
今
回
は
十
三
名
の
門
徒
が
仲
介
に
あ
た
っ
た
、
と
い
う
。
表
背
師
の

能
精
に
は
上
人
の
称
号
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　

筆
者
の
鎮
誉
は
宝
生
寺
の
第
六
世
を
務
め
た
人
物
で
あ
る
。
長
享
三
年
（
一
四
八

九
）
七
月
二
十
五
日
付
の
「
法
印
覚
日
譲
状
」（
宝
生
寺
所
蔵
）
に
よ
り
、
宝
生
寺

を
第
五
世
覚
日
（
長
享
三
年
八
月
一
日
遷
化
）
か
ら
譲
り
受
け
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

そ
し
て
永
正
二
年
（
一
五
〇
五
）
十
一
月
十
八
日
に
は
「
法
印
鎮
誉
住
持
職
譲
状
」（

（1
（

（
宝
生
寺
所
蔵
）
を
作
成
し
、
宝
生
寺
住
持
職
を
定
鎮
に
譲
っ
て
い
る
。
同
状
は
宝

生
寺
本
軸
木
銘
の
七
年
後
の
年
紀
を
有
す
る
が
、
全
体
に
や
や
右
上
が
り
で
角
張
っ

た
字
形
な
ど
が
軸
木
銘
文
と
共
通
し
て
お
り
、
宝
生
寺
本
の
墨
書
は
鎮
誉
自
筆
と
判

断
で
き
る
。

　

墨
書
二
の
内
容
は
、
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
に
第
四
代
住
持
の
圓
真
法
印
が
こ

の
尊
像
（
宝
生
寺
本
涅
槃
図
）
を
宝
生
寺
に
も
た
ら
し
た
ら
し
い
、
と
い
う
も
の
。

筆
跡
や
墨
色
の
類
似
か
ら
、
墨
書
一
と
同
時
期
に
鎮
誉
に
よ
り
記
さ
れ
た
と
判
断
で

き
る
。
入
手
先
や
経
緯
は
記
さ
れ
な
い
が
、
長
禄
二
年
と
特
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら

す
る
と
、
鎮
誉
に
と
っ
て
何
ら
か
の
信
頼
す
べ
き
由
緒
に
基
づ
く
情
報
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
。
涅
槃
図
が
も
た
ら
さ
れ
た
十
五
世
紀
半
ば
に
お
け
る
宝
生
寺
の
動
向
を
確
認

す
る
と
、
嘉
吉
二
年
（
一
四
四
二
）
に
は
関
東
管
領
上
杉
氏
の
被
官
か
と
目
さ
れ
る
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比
留
間
範
数
と
市
河
季
氏
の
連
名
で
「
横
濱
村
」
の
「
薬
師
堂
」
が
寄
進
さ
れ
て
い

る
（「
市
河
季
氏
・
比
留
間
範
数
連
署
寄
進
状
」
宝
生
寺
所
蔵
）。
ま
た
、
享
德
四
年

（
一
四
五
五
）
九
月
二
日
に
は
、「
為
當
所
末
寺
」（

（1
（

と
の
判
物
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
平
子
氏
・
石
川
氏
の
氏
寺
と
し
て
開
か
れ
た
宝
生
寺
が
、
独
立
し
た
寺
院
と

し
て
公
認
さ
れ
た
と
評
価（

（1
（

す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
四
代
圓
真
は
、「
血
脈
鈔
」（
宝

生
寺
所
蔵
）
に
よ
る
と
、「
教
相
之
碩
学
事
相
之
名
師
也
法
流
興
起
門
葉
ノ
繁
昌
当

于
此
時
也
」（

（1
（

と
さ
れ
る
名
僧
で
あ
り
、
ま
さ
に
圓
真
の
こ
ろ
に
寺
は
繁
栄
を
迎
え
た

と
い
う
。
圓
真
が
涅
槃
図
を
請
来
し
た
の
は
、
こ
の
よ
う
に
宝
生
寺
が
寺
格
を
確
か

な
も
の
に
し
、
寺
勢
を
興
隆
さ
せ
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
第
六
代
鎮
誉
の
墨
書
に
よ
り
、
明
応
七
年
（
一
四
九
八
）
に
、

宝
生
寺
本
は
宝
生
寺
門
徒
お
よ
び
菩
提
講
の
人
々
の
出
資
に
よ
り
修
理
さ
れ
た
こ
と

が
判
明
し
た
。
ま
た
、
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
に
第
四
代
住
持
の
圓
真
法
印
が
宝

生
寺
本
を
寺
に
も
た
ら
し
た
と
い
う
伝
聞
が
第
六
代
鎮
誉
の
耳
に
入
っ
て
い
た
こ
と

も
併
せ
て
判
明
し
た
。

　

な
お
、
修
理
銘
に
あ
る
明
応
七
年
（
一
四
九
八
）
八
月
と
い
え
ば
い
わ
ゆ
る
明
応

地
震
と
し
て
知
ら
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
時
期
に
重
な
る
。
当
時
の
海
岸
線

は
宝
生
寺
の
直
下
ま
で
迫
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
宝
生
寺
門
徒
の
な
か
に
は
被
害

を
被
っ
た
者
も
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
涅
槃
図
の
修
理
が
明
応
地
震
で
の
被
災
と
直
接

か
か
わ
る
も
の
か
は
判
断
が
難
し
く
、
修
理
事
業
自
体
は
地
震
発
生
以
前
か
ら
開
始

し
て
い
た
と
考
え
た
い
が
、
あ
る
い
は
修
理
完
成
を
目
前
に
控
え
て
地
震
発
生
月
に

年
紀
を
引
き
寄
せ
て
墨
書
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

【
墨
書
三
】（
図
16
）

長
禄
二
年
ヨ
リ
明
應
七
秊
迄
四
十
二
秊　

明
應
七
年
ヨ
リ
寛
永
十
四
迄
百
二
十

九
秊
／
今
般
修
幅
惣
縁
紅
綾
中
縁
金
蘭
門
中
老
若
以
助
力
造
之
／
寛
永
十
四

〈
丁
／
丑
〉
八
月
宝
金
剛
院
第
十
三
代
快
弁　

表
具
屋
□
□
□　
　
〈
高
野
山
小

田
原
谷
／
山
地
淡
路
守
〉

　

墨
書
三
は
、
墨
書
二
の
下
に
三
行
で
記
さ
れ
る
。
宝
金
剛
院
す
な
わ
ち
宝
生
寺
の

第
十
三
代
鏡
任
房
快
弁
に
よ
る
修
理
記
録
で
あ
る
。
快
弁
は
伊
豆
の
三
嶋
の
出
身
で
、

高
野
山
に
十
九
年
住
し
、
伊
豆
走
湯
山
の
別
当
を
六
年
務
め
た
の
ち（

（1
（

、
元
和
四
年

（
一
六
一
八
）
に
金
沢
龍
華
寺
に
第
六
代
と
し
て
着
任
、
そ
の
の
ち
元
和
七
年
（
一

六
二
一
）
に
第
十
三
代
住
持
と
し
て
宝
生
寺
に
入
寺
す
る
。
快
弁
は
龍
華
寺
住
持
在

任
時
に
、
堂
宇
に
比
し
て
小
さ
か
っ
た
弥
勒
菩
薩
像
に
換
え
て
大
日
如
来
像
を
安
置

し（
（1
（

、
宝
生
寺
に
移
っ
て
か
ら
も
、
宝
生
寺
本
尊
大
日
如
来
像
の
彩
色
の
修
補
や（

（1
（

本
堂

上
葺
や
本
堂
板
敷
の
修
理
を
行
う
な
ど
、
寺
勢
の
維
持
に
力
を
発
揮
し
た
僧
だ
っ

た（
（1
（

。
宝
生
寺
本
に
記
さ
れ
た
墨
書
は
、
龍
華
寺
所
蔵
大
日
如
来
像
の
納
入
品
や
宝
生

寺
所
蔵
大
日
如
来
像
に
納
入
さ
れ
た
「
奉
納
目
録
」
の
筆
跡
と
一
致
し
て
お
り
、
快

弁
自
筆
と
み
な
さ
れ
る
。
こ
こ
で
快
弁
は
「
長
禄
二
年
ヨ
リ
明
應
七
秊
迄
四
十
二
秊

　

明
應
七
年
ヨ
リ
寛
永
十
四
迄
百
二
十
九
秊
」
と
宝
生
寺
本
の
来
歴
を
辿
る
か
の
よ

う
に
説
き
起
こ
す
。
年
数
の
数
え
方
に
若
干
誤
解
が
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
長
禄

二
年
（
圓
真
、
涅
槃
図
将
来
）、
明
応
七
年
（
鎮
誉
、
涅
槃
図
修
理
）
と
列
挙
し
た

う
え
で
、
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
の
修
理
に
も
触
れ
、
涅
槃
図
の
歴
史
に
自
ら

を
位
置
付
け
る
。
快
弁
に
よ
る
寛
永
十
四
年
度
の
修
理
は
「
惣
縁
紅
綾
中
縁
金
蘭
門

中
老
若
以
助
力
造
之
」、
す
な
わ
ち
、
総
縁
に
は
紅
の
綾
織
物
、
中
縁
に
は
金
襴（

（1
（

を

用
い
て
、
老
若
の
門
徒
の
力
で
修
補
す
る
と
い
う
内
容
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
「
表
具
屋
」
お
よ
び
「
高
野
山
小
田
原
谷
／
山
地
淡
路
守
」
の
墨
書
は
記
載
の
位

置
が
曖
昧
で
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
不
明
瞭
で
あ
る
が
、「
高
野
山
小
田
原
谷
／

山
地
淡
路
守
」
は
出
資
者
と
と
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。「
山
地
」
を
頼
り
に
史
料
を
探

る
と
、
戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
、
紀
伊
国
日
高
郡
に
は
山
地
之
庄
七
ヶ
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村
を
領
地
と
す
る
山
地
氏
が
存
在（

（1
（

し
て
お
り
、
こ
の
墨
書
と
の
関
連
が
注
目
さ
れ
る
。

た
だ
し
山
地
氏
の
な
か
で
淡
路
守
を
官
位
と
し
て
名
乗
っ
た
者
は
確
認
で
き
な
い
た

め
未
だ
断
定
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
小
田
原
谷
に
所
在
す
る
高
室
院
は
、
武
州
、
相

州
、
豆
州
の
多
く
の
寺
院
の
壇
縁
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
国
の
僧
侶
は
高
室
院
を
留
学

の
場
と
し
た（

（2
（

と
い
う
が
、
宝
生
寺
僧
と
高
室
院
の
直
接
的
な
つ
な
が
り
は
確
認
で
き

な
い（

（2
（

。
加
え
て
、
宝
生
寺
本
堂
南
面
唐
戸
の
修
補
事
業
の
施
主
と
し
て
当
住
の
快
弁

と
と
も
に
活
動
し
た
多
聞
院
清
尊
が
、
高
野
山
大
塔
の
火
災
を
嘆
き
、
金
二
百
両
を

施
入
し
た
と
「
高
野
春
秋
編
年
輯
録
」
に
は
記
さ
れ
る（

（2
（

も
の
の
、
宝
生
寺
側
の
史
料

で
は
裏
付
け
は
取
れ
ず
、
や
は
り
残
念
な
が
ら
快
弁
と
高
野
山
小
田
原
谷
お
よ
び
山

地
淡
路
守
と
の
関
係
は
未
詳
で
あ
る
。
な
お
「
表
具
屋
」
の
す
ぐ
下
に
は
木
を
薄
く

削
っ
た
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
削
ら
れ
た
の
は
三
文
字
程
度
と
推
定
さ
れ
、
表
具
屋

の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
削
ら
れ
た
時
期
や
理
由
は
不
明
で

あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
先
述
の
通
り
、
快
弁
は
宝
生
寺
本
尊
を
は
じ
め
と
し
て
本
堂
上
葺
な

ど
堂
宇
の
修
補
も
行
っ
て
い
る
が
、「
灌
頂
堂
再
興
之
覚
」（

（2
（

か
ら
堂
宇
修
補
の
対
象

箇
所
と
施
主
を
抽
出
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

対
象

施
主

当
住

宝
生
寺
灌
頂
堂

功
徳
聚
院
智
堯
阿
闍
梨

第
八
代
長
祐
法
印

本
堂
大
日

第
十
代
覚
雄

大
日
再
興

間
宮
新
左
衛
門
直
元

第
十
代
覚
雄
闍
梨

客
殿

多
聞
院
清
尊

第
十
二
代
秀
信
闍
梨

本
堂
天
井

多
聞
院
清
尊

第
十
二
代
秀
信

瓦
葺
大
門

多
聞
院
清
尊

秀
信
闍
梨

本
当
（
マ
マ
）
南
面
唐
戸

多
聞
院
清
尊

第
十
三
代
埜
釈
快
弁

天
蓋
一
流

橋
本
善
左
衛
門
常
悦

第
十
三
代
貧
道
快
弁

本
堂
上
葺

橋
本
勘
衛
（
マ
マ
）
門
正
重

第
十
三
代
快
弁

本
堂
四
方
縁
幷
八
祖
壇

橋
本
勘
右
衛
門
正
重

第
十
三
代
快
弁

鐘
一
口

諸
郷
勧
進

第
十
三
代
快
弁

須
弥
壇

橋
本
庄
次
良
老
母
貞
円

第
十
三
代
快
弁

五
種
鈴

橋
本
庄
次
良
老
母
貞
円

第
十
三
代
快
弁

大
日
金
泥
彩
色

本
堂
板
敷

橋
本
勘
右
衛
門
正
重

第
十
三
代
快
弁

　

間
宮
家
、
多
聞
院
清
尊
、
橋
本
家
と
施
主
が
ゆ
る
や
か
に
変
遷
し
て
い
る
様
子
が

見
て
取
れ
る
。
当
住
の
縁
故
な
ど
に
よ
り
施
主
も
そ
の
都
度
変
わ
る
の
だ
ろ
う
。
快

弁
は
、
第
十
二
代
秀
信
が
多
門
院
清
尊
と
と
も
に
行
っ
た
本
堂
修
補
事
業
を
引
き
継

ぎ
、
大
日
如
来
像
の
彩
色
修
補
や
涅
槃
図
修
理
を
行
っ
て
い
る
。
大
日
如
来
像
の
像

内
に
納
入
さ
れ
た
「
奉
納
目
録
」
の
年
紀
は
「
寛
永
十
四
年
〈
丁
／
丑
〉
秊
九
月
上

旬
」
と
な
っ
て
お
り
、
同
年
八
月
の
墨
書
銘
が
確
認
さ
れ
た
涅
槃
像
の
修
理
と
近
接

す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
尊
大
日
如
来
像
の
修
補
と
涅
槃
図
の
修
補
は
一
連
の
事

業
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

【
墨
書
四
】（
図
17
）

古
法
眼 

智
光
院
前
法
眼
洞
雲
益
信
宗
深
居
士
真
珠
院
妙
青
日
□
□
大
姉
知
之
信

女
／
浄
慈
院
洞
春
玄
智
居
士
〈
法
□
居
士
／
□
□
信
女
〉
／
桂
光
院
常
か
う
信

士
て
い
里
う
信
女
／
浄
月
本
入
信
士
光く

わ
へ兵

院
寂
誉
／
秋
月
妙
心
信
女
湛
龍
知
久

居
士
／
□
清
春
信
女
智
光
院
教
誉
／
成
松
院
弁
誉
宗
智
居
士
〈
こ 

ん
奈
／
清
知

善
尼
〉
／
玉
相
院
香
誉
清
薫
信
女
善
尼
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【
墨
書
五
】（
図
17
）

念
佛
講か

う

中
／
三
か
い
者
ん
れ
い
一
家
セ
う
連
や
う
／
有
ゑ
ん
無
ゑ
ん
志
つ
か
い

セ
う
仏
／
明
和
二
〈
丁
／
酉
〉
十
二
月
廿
六
日

【
墨
書
六
】（
図
18
）

南
無
阿
弥
陀
仏
／
帷
子
町
徳
永
／
表
具
師
市
郎
兵
衛
方
好

　

墨
書
四
、
墨
書
五
、
墨
書
六
は
、
一
枚
の
楮
紙
に
認
め
ら
れ
、
長
辺
を
半
分
に
折

っ
て
さ
ら
に
巻
か
れ
た
う
え
で
竹
製
の
棒
の
な
か
に
収
め
ら
れ
て
い
た
。
淡
墨
で
記

さ
れ
る
墨
書
五
と
墨
書
六
は
同
筆
で
、
濃
墨
で
記
さ
れ
る
墨
書
四
は
こ
れ
ら
と
は
別

筆
で
あ
ろ
う
。
墨
書
四
は
表
面
の
右
上
か
ら
起
筆
、
墨
書
五
は
表
面
の
上
部
中
央
右

寄
り
か
ら
起
筆
さ
れ
る
。
墨
書
六
は
裏
面
へ
の
記
載
で
あ
る
。

　

表
面
で
は
墨
書
四
と
墨
書
五
が
共
存
す
る
が
、
両
筆
の
先
後
関
係
は
に
わ
か
に
は

決
し
が
た
い
。
墨
書
五
の
下
部
が
や
や
寸
詰
ま
り
に
な
っ
て
い
る
た
め
墨
書
四
が
先

で
墨
書
五
が
後
か
と
思
わ
れ
る
が
、
一
方
で
、
右
上
か
ら
起
筆
し
た
墨
書
四
の
二
行

目
以
降
の
上
端
が
な
ぜ
紙
の
半
分
の
位
置
に
来
る
の
か
は
説
明
し
が
た
い
。

　

墨
書
四
の
冒
頭
の
「
古
法
眼
」
は
流
派
と
し
て
の
狩
野
派
の
礎
を
築
い
た
狩
野
元

信
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
続
く
「
智
光
院
前
法
眼
洞
雲
益
信
宗
深
居
士
」
は
駿
河
台

狩
野
家
を
創
始
し
た
狩
野
益
信
（
一
六
二
五
～
一
六
九
四
）
の
戒
名
。
益
信
は
金
工

の
家
、
後
藤
益
乗
の
子
で
、
狩
野
探
幽
の
後
継
者
候
補
と
し
て
養
子
に
入
っ
た
が
探

幽
実
子
探
信
の
誕
生
に
よ
り
駿
河
台
狩
野
家
を
創
始
し
た
人
物（

（2
（

。
生
真
面
目
で
や
や

神
経
質
な
性
格
だ
っ
た
ら
し
く
、《
堀
川
夜
討
絵
巻
》（
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
）

に
み
ら
れ
る
よ
う
な
そ
の
丁
寧
な
描
写
は
彼
の
特
徴
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
一
方
で
は

生
気
に
乏
し
く
魅
力
に
欠
け
る
と
も
評
さ
れ
る（

（2
（

。
二
行
目
の
「
浄
慈
院
洞
春
玄
智
居

士
」
は
狩
野
洞
春
福
信
（
？
～
一
七
二
四
）
の
戒
名
。
洞
雲
益
信
の
跡
を
継
ぎ
駿
河

台
狩
野
家
の
二
代
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。「
桂
光
院
」
と
い
え
ば
和
歌
や
連
歌
に

長
じ
た
八
条
宮
智
仁
親
王
が
想
起
さ
れ
る
が
、
こ
の
「
桂
光
院
」
を
八
条
宮
智
仁
親

王
に
比
定
で
き
る
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
そ
の
他
の
人
物
に
つ
い
て
、
現
時
点
で

は
ど
う
い
っ
た
立
場
の
人
物
で
な
ぜ
こ
こ
に
名
前
が
挙
が
っ
て
い
る
の
か
不
明
と
せ

ざ
る
を
得
な
い
。
狩
野
益
信
の
戒
名
の
あ
と
に
記
さ
れ
る
「
真
珠
院
妙
青
日
□
□
大

師
知
之
信
女
」
な
ど
は
狩
野
益
信
の
配
偶
者
の
可
能
性
も
あ
り
、
そ
う
だ
と
す
る
と

貴
重
な
記
録
と
思
わ
れ
る
が
、
裏
付
け
は
取
れ
て
い
な
い
。

　

も
し
仮
に
、
益
信
が
絵
師
と
し
て
宝
生
寺
本
に
関
わ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
寛
永

十
四
年
（
一
六
三
七
）
時
の
修
理
が
候
補
に
挙
が
る
。
と
き
に
益
信
十
二
歳
前
後
。

探
幽
の
養
子
に
入
っ
て
す
ぐ
の
こ
と
で
あ
る
。
釈
迦
の
金
泥
彩
色
が
江
戸
時
代
の
後

補
だ
と
す
れ
ば
あ
る
い
は
益
信
の
手
に
よ
る
も
の
と
も
考
え
た
く
な
る
が
、
そ
も
そ

も
後
補
で
あ
る
か
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
う
え
、
修
理
時
に
十
二
歳
と

い
う
年
齢
は
若
す
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
小
さ
な
紙
片
に
羅
列
さ
れ
た
人
名
の
墨

書
か
ら
こ
れ
を
主
張
す
る
の
は
困
難
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

墨
書
五
は
、
念
佛
講
中
の
構
成
員
の
成
仏
を
願
う
も
の
。
三
界
万
霊
（
三
界
に
お

け
る
す
べ
て
の
霊
あ
る
も
の
）、
一
家
精
霊
（
家
の
先
祖
）、
縁
の
あ
る
も
の
な
い
も

の
す
べ
て
の
成
仏
を
願
っ
て
い
る
。

　

墨
書
六
は
、
明
和
の
修
理
に
携
わ
っ
た
表
具
師
の
名
前
を
記
し
て
い
る
。「
帷
子

町
」
は
保
土
ヶ
谷
宿
の
帷
子
町
を
示
す
か
。「
徳
永
」
は
帷
子
町
内
の
小
字
か
と
思

わ
れ
る
が
未
詳
で
あ
る
。
表
具
師
の
市
郎
兵
衛
方
好
に
つ
い
て
も
他
の
史
料
に
確
認

は
で
き
ず
詳
細
は
不
明
の
人
物
で
あ
る
。

【
墨
書
七
】（
図
19
）

神
奈
川

か
る
い
さ
ハ
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経
師　

寿
々
村
卯
之
助

仕
立
直
し

家
門
安
全　

長
久

【
墨
書
八
】（
図
20
）

天
保
六
未
九
月

　

墨
書
七
は
、
墨
書
一
の
対
面
に
位
置
す
る
小
材
か
ら
起
筆
さ
れ
、
墨
書
二
と
墨
書

三
の
裏
面
（
軸
木
の
表
面
）
に
か
け
て
記
さ
れ
る
。
ち
ょ
う
ど
「
か
る
い
さ
ハ
」
の

や
や
左
側
が
両
材
の
合
わ
せ
目
に
な
る
。
墨
書
八
は
、
墨
書
一
の
裏
側
に
記
さ
れ
る
。

墨
書
七
と
墨
書
八
は
同
一
人
物
の
筆
跡
と
み
ら
れ
る
。

　

墨
書
七
に
「
経
師
」
の
文
言
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）

に
も
修
理
を
行
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
明
應
や
寛
永
の
修
理
銘
が
び
っ
し
り
と
書

か
れ
る
軸
木
内
側
に
対
し
て
軸
木
表
面
に
は
ま
だ
何
も
書
か
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め

こ
こ
に
簡
単
な
記
録
と
し
て
書
い
た
も
の
だ
ろ
う
。

　

経
師
と
し
て
記
録
さ
れ
た
「
寿
々
村
卯
之
助
」
に
つ
い
て
は
、
天
保
二
年
（
一
八

三
一
）
の
「
勧
化
帳
」（
宝
生
寺
所
蔵
）
が
手
が
か
り
に
な
る
。
こ
の
勧
化
帳
は
、

天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
の
弘
法
大
師
の
千
年
遠
忌
に
際
し
て
、
大
破
し
て
い
た
大

日
堂
と
法
用
諸
道
具
の
取
り
繕
い
を
呼
び
か
け
る
も
の
で
あ
る
が
、
末
尾
近
く
に
は

二
朱
金
を
助
成
し
た
人
物
と
し
て
「
神
奈
川
経
師
」
の
「
鈴
村
卯
之
助
」
の
名
が
み

ら
れ
る
。「
か
る
い
さ
ハ
」（
軽
井
沢
）
は
、
現
在
の
神
奈
川
県
横
浜
市
西
区
の
北
軽

井
沢
・
南
軽
井
沢
辺
り
を
指
す
と
思
わ
れ
、
す
な
わ
ち
「
神
奈
川
」
と
は
、
軽
井
沢

地
域
を
範
囲
に
含
む
、
神
奈
川
宿
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。「
武
蔵
国
橘
樹
郡

神
奈
川
宿
本
陣
石
井
家
文
書
」（
神
奈
川
県
立
公
文
書
館
所
蔵
）
の
う
ち
、「
安
政
二

年
武
州
橘
樹
郡
神
奈
川
宿
組
合
村
々
地
頭
姓
名
其
他
書
上
帳
」（

（2
（

（
安
政
二
年
三
月
）

に
は
、
神
奈
川
宿
の
西
側
入
り
口
近
く
に
「
茶
屋　

鈴
村
屋　

卯
之
助
」
の
記
載
が

あ
り
、
鈴
村
卯
之
助
は
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
の
時
点
で
は
神
奈
川
宿
内
の
軽

井
沢
に
茶
屋
を
開
い
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
弘
法
大
師
千
年
遠
忌
事
業
に
は
経

師
と
し
て
加
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。「
法
用
諸
道
具
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
涅
槃

図
も
修
理
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
興
味
深
い
の
は
、
お
な
じ
く
「
武
蔵
国
橘
樹
郡
神
奈

川
宿
本
陣
石
井
家
文
書
」
の
「
浄
土
・
真
言
・
日
蓮
・
浄
上
（
マ
マ
）
真
・
禅
・
天

台
・
時
宗
門
人
別
帳
（
神
奈
川
町
）」（
安
政
六
年
三
月
）
や
「
安
政
二
年
十
一
月　

地
震
被
害
状
況
書
上
帳
」（
安
政
二
年
十
一
月
）
に
あ
ら
わ
れ
る
、
百
姓
伊
左
衛
門

の
地
借
を
す
る
「
卯
之
助
」
は
、
神
奈
川
宿
の
本
町
に
住
し
浄
土
真
宗
の
良
泉
寺
を

菩
提
寺
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
卯
之
助
が
「
神
奈
川
経
師
」
の
鈴
村
卯
之
助
と

同
一
人
物
と
す
れ
ば
、
卯
之
助
は
菩
提
寺
と
は
関
係
の
な
い
、
宗
派
も
異
な
る
寺
院

の
什
物
を
修
理
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
。

　

な
お
、
涅
槃
図
軸
木
修
理
銘
と
同
年
の
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
付（

（2
（

の
「
十
六
羅

漢
修
補
状
」
が
宝
生
寺
に
は
伝
わ
り
、
そ
こ
に
は
、

　

天
保
六
未
星
以
門
中
助
成
修
補
之
／
十
六
羅
漢　

石
川
宝
生
寺
廿
八
世
実
賢

代
　

天
保
六
未
星
以
門
中
助
成
修
補
之
／
十
六
羅
漢　

武
州
石
川
宝
生
寺
廿
八
世

実
賢

　

と
あ
る
。
記
載
か
ら
し
て
掛
軸
二
本
分
の
書
状
か
と
思
わ
れ
る
が
、
宝
生
寺
に
は

現
在
二
幅
一
対
の
十
六
羅
漢
図
が
伝
来
し
こ
の
記
録
に
対
応
す
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
あ
る
い
は
、
こ
の
十
六
羅
漢
図
の
軸
木
に
も
涅
槃
図
と
同
じ
よ
う
な
修
理
銘
が

記
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ず
、
興
味
が
引
か
れ
る
。
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お
わ
り
に

　

修
理
に
よ
り
細
部
表
現
の
確
認
が
容
易
に
な
っ
た
こ
と
を
う
け
て
宝
生
寺
本
の
表

現
と
図
様
に
つ
い
て
改
め
て
記
し
、
ま
た
新
た
に
見
出
さ
れ
た
修
理
銘
を
紹
介
し
な

が
ら
宝
生
寺
本
の
伝
来
の
歴
史
を
辿
っ
た
。

　

宝
生
寺
本
は
円
覚
寺
本
や
宝
戒
寺
本
に
近
似
す
る
図
様
を
示
す
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
の
影
響
下
で
制
作
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
請
来
元
の
候
補
と
し
て
雪
ノ
下

相
承
院
を
想
定
し
た
。
こ
の
想
定
は
未
だ
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
宝
生
寺
本
が
鎌

倉
地
域
に
強
い
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
は
お
そ
ら
く
確
か
で
は
な
か
ろ
う
か
。
特
異

な
軸
木
の
構
造
が
、
金
沢
称
名
寺
に
住
し
た
戒
円
房
祐
範
の
本
尊
で
あ
っ
た
東
京
都

青
梅
市
・
金
剛
寺
《
如
意
輪
観
音
像
》
に
共
通
す
る
点
も
、
東
国
に
お
け
る
類
例
と

し
て
宝
生
寺
本
と
鎌
倉
地
域
と
の
関
連
を
強
く
思
わ
せ
る
例
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

宝
生
寺
本
の
特
殊
な
軸
木
は
十
四
世
紀
後
半
の
制
作
当
初
の
も
の
で
は
な
く
、
明

応
度
に
新
造
さ
れ
た
も
の
と
見
受
け
ら
れ
る
が
、
涅
槃
図
の
由
緒
を
記
し
留
め
る
そ

の
行
為
か
ら
は
こ
の
涅
槃
図
を
後
世
に
伝
え
た
い
と
い
う
願
い
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ

の
願
い
は
寛
永
期
の
快
弁
、
明
和
に
生
き
た
人
々
、
天
保
年
間
の
住
持
実
賢
に
も
伝

わ
り
、
宝
生
寺
本
《
仏
涅
槃
図
》
は
お
そ
ら
く
一
度
も
宝
生
寺
を
離
れ
る
こ
と
な

く（
（2
（

、
い
ま
に
伝
わ
っ
た
。
時
代
の
趨
勢
に
よ
っ
て
所
蔵
者
の
代
わ
る
こ
と
が
ま
ま
あ

る（
（3
（

な
か
、
宝
生
寺
本
が
制
作
後
ま
も
な
く
宝
生
寺
に
施
入
さ
れ
、
以
後
宝
生
寺
の
所

有
で
あ
り
続
け
た
こ
と
は
、
宝
生
寺
本
の
価
値
を
高
め
る
要
素
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

註（
1
） 

宝
生
寺
の
寺
史
は
、「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿 

巻
七
十
七 

久
良
岐
郡
之
五
」（『
大
日
本
地
誌
大

系 

新
編
武
蔵
風
土
記
稿
第
四
巻
』
八
十
三
頁
、
雄
山
閣
、
一
九
九
六
年
）
や
『
横
浜
市
史
稿

　

佛
寺
編
』（
横
濱
市
役
所
、
一
九
三
一
年
）
に
記
さ
れ
る
。
近
年
で
は
西
岡
芳
文
「
寶
生
寺

【
墨
書
九
】（
図
19
）

此
内
書
付
有

　

墨
書
九
は
、
墨
書
七
と
墨
書
八
と
は
別
筆
で
、
墨
書
七
の
隣
に
書
か
れ
る
。
此
内
、

つ
ま
り
軸
木
の
な
か
に
書
き
付
け
が
あ
る
こ
と
を
記
す
。
や
や
淡
墨
の
墨
色
か
ら
し

て
、
墨
書
五
、
墨
書
六
と
同
一
人
物
が
、
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
に
記
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
天
保
の
修
理
以
前
に
は
軸
木
表
面
に
ほ
か
の
墨
書
は
な
か
っ
た
は
ず

だ
か
ら
、
な
か
に
書
き
付
け
が
あ
る
こ
と
、
そ
の
重
要
た
る
こ
と
を
記
し
て
注
意
喚

起
を
行
う
意
図
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

以
上
、
軸
木
の
内
外
に
記
さ
れ
た
修
理
銘
の
概
要
を
報
告
し
た
。
明
応
七
年
（
一

四
九
八
）、
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）、
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）、
天
保
六
年
（
一

八
三
五
）
と
都
合
四
回
の
修
理
の
記
録
が
確
認
で
き
た
。
修
理
の
間
隔
は
一
三
九
年
、

一
二
八
年
、
七
〇
年
と
な
る
。
明
和
か
ら
天
保
ま
で
の
間
隔
が
短
い
の
が
気
に
な
る

が
、
お
そ
ら
く
弘
法
大
師
の
千
年
遠
忌
に
合
わ
せ
た
修
理
だ
っ
た
た
め
間
が
短
く
な

っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
度
の
平
成
二
十
九
年
の
修
理
は
、
残
さ
れ
た
記
録
に
拠
る
限

り
、
一
八
二
年
ぶ
り
の
修
理
で
あ
っ
た
。
修
理
の
機
会
は
時
々
の
事
情
に
よ
り
様
々

だ
が
、
お
お
よ
そ
一
〇
〇
～
一
五
〇
年
の
周
期
で
修
理
が
な
さ
れ
て
い
る
。
長
禄
二

年
（
一
四
五
八
）
に
第
四
代
住
持
の
圓
真
が
も
た
ら
し
た
宝
生
寺
本
は
明
応
七
年

（
一
四
九
八
）
に
修
理
を
受
け
て
い
る
が
、
明
応
七
年
（
一
四
九
八
）
の
一
五
〇
年

前
は
貞
和
四
年
（
一
三
五
八
）
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
明
応
度
の
修
理
は
宝
生
寺
本
の

初
め
て
の
修
理
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
こ
か
ら
修
理
周
期
を
逆
算
し
た
十
四

世
紀
後
半
と
い
う
時
期
は
、
想
定
さ
れ
る
宝
生
寺
本
の
制
作
時
期
と
矛
盾
し
な
い
と

考
え
ら
れ
る
。
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の
歴
史
と
文
化
財
」（『
横
浜
の
元
祖　

寶
生
寺
』
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
、
二
〇
一
七
年
）

が
宝
生
寺
文
書
や
上
記
地
誌
類
を
も
と
に
ま
と
め
て
い
る
。

宝
生
寺
関
連
の
資
料
は
、
ほ
か
に
、

・『
横
浜
市
文
化
財
調
査
報
告
書　

宝
生
寺
典
籍
』
第
二
十
四
輯
の
一
～
四
、
横
浜
市
教
育
委

員
会
編
、
一
九
九
三
年
、
一
九
九
五
年
、
二
〇
〇
九
年
、
二
〇
〇
九
年

・『
横
浜
市
文
化
財
調
査
報
告
書　

宝
生
寺
近
世
文
書
』
第
二
十
五
輯
の
一
～
四
、
横
浜
市
教

育
委
員
会
編
、
一
九
九
三
年
、
一
九
九
五
年
、
一
九
九
六
年
、
一
九
九
七
年

・『
影
印
「
横
浜
文
書
」』
改
訂
再
版
、
横
浜
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
九
年

・
佐
伯
眞
光
「
青
龍
山
寶
生
寺
略
縁
起
」、「
青
龍
山
寶
生
寺
略
年
表
」、「
靑
龍
山
寶
生
寺
住

職
世
代
」（
私
家
版
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）

な
ど
が
参
考
に
な
る
。
な
お
、『
横
浜
の
古
寺
・
寶
生
寺
の
文
化
財
』（
神
奈
川
県
立
歴
史
博

物
館
、
一
九
九
七
年
）
巻
末
の
「
青
龍
山
寶
生
寺
世
代
」
お
よ
び
「
青
龍
山
寶
生
寺
略
年
表
」

は
、
右
記
私
家
版
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
内
容
を
基
に
し
て
い
る
。

（
2
）『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
は
、
弘
法
大
師
畫
像
、
普
賢
畫
像
、
尊
勝
曼
荼
羅
畫
像
、
観
音
曼
荼

羅
畫
像
、
文
殊
畫
像
は
「
弘
法
大
師
の
筆
な
り
」
と
記
す
。

（
3
）「
平
成
二
十
三
年
度
第
二
回
第
十
二
期
横
浜
市
文
化
財
保
護
審
議
会
次
第
」
に
指
定
調
書
が
収

め
ら
れ
る
。
釈
迦
の
彩
色
に
つ
い
て
の
記
述
は
以
下
の
通
り
。「
彩
色
は
全
面
に
わ
た
り
剝
落

が
見
ら
れ
、
元
の
状
態
が
損
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
惜
し
ま
れ
る
。
釈
迦
の
全
身
の
み
に
限

っ
て
は
鮮
や
か
な
金
泥
が
塗
ら
れ
、
衣
文
線
も
金
泥
で
引
か
れ
て
い
る
た
め
に
ひ
と
き
わ
目

立
つ
が
、
こ
れ
は
江
戸
期
に
彩
色
を
加
え
、
描
き
直
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。」

（
4
）
泉
武
夫
「
仏
画
に
お
け
る
皆
金
色
表
現
の
成
立
」『
仏
画
の
尊
容
表
現
』（
第
五
部
第
四
章
）、

中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
〇
年

（
5
）
大
原
嘉
豊
（
作
品
解
説
）「
仏
涅
槃
図
」『
南
山
城
の
古
寺
巡
礼
』
一
九
九
頁
、
京
都
国
立
博

物
館
、
二
〇
一
四
年

（
6
）
左
上
か
ら
の
飛
来
を
描
く
作
例
は
南
北
朝
時
代
の
作
に
多
い
と
の
指
摘
も
あ
る
。
山
本
聡
美

「
金
剛
宝
戒
寺
所
蔵
「
仏
涅
槃
図
」
の
図
像
と
制
作
背
景
」『
大
分
県
立
芸
術
文
化
短
期
大
学

研
究
紀
要
』
四
十
五
号
、
二
十
七
～
四
十
三
頁
、
二
〇
〇
七
年

（
7
）
水
野
敬
三
郎
「
佛
涅
槃
図
」『
國
華
』
八
八
三
号
、
一
九
六
五
年

林
温
「
円
覚
寺
蔵
仏
涅
槃
図
」『
鎌
倉
仏
教
絵
画
考
―
仏
画
に
お
け
る
「
鎌
倉
派
」
の
成
立
と

展
開
―
』（
第
一
章
第
四
節
）、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
〇
年

森
實
久
美
子
「
命
尊
筆
仏
涅
槃
図
試
論
」『
仏
教
美
術
論
集
三　

図
像
学
Ⅱ
―
イ
メ
ー
ジ
の
成

立
と
伝
承
（
浄
土
教
・
説
話
画
）』
竹
林
舎
、
二
〇
一
四
年

（
8
）
前
掲
註
7
森
實
論
文

（
9
）
濱
田
隆
「
絹
本
著
色 

仏
涅
槃
図
」『
山
梨
県
史 

文
化
財
編
』
山
梨
日
日
新
聞
社
、
一
九
九
九

年

（
10
） 『
横
浜
の
元
祖　

寶
生
寺
』（
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
、
二
〇
一
七
年
）
四
十
頁

（
11
）「
末
寺
寶
生
寺
扶
持
状
写
」（『
影
印
「
横
浜
文
書
」』
改
訂
再
版
、
十
二
頁
、
横
浜
市
教
育
委

員
会
、
一
九
八
九
年
）

（
12
）
西
岡
芳
文
「
寶
生
寺
の
歴
史
と
文
化
財
」『
横
浜
の
元
祖　

寶
生
寺
』
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
、

二
〇
一
七
年

（
13
）「
血
脈
鈔
」（
宝
生
寺
聖
教
一
一
一
）（『
横
浜
の
元
祖　

寶
生
寺
』
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
、

二
〇
一
七
年
）

（
14
）
龍
華
寺
所
蔵
大
日
如
来
像
像
内
納
入
品
「
金
剛
頂
経
目
録
等
」
奥
書
（
瀨
谷
貴
之
「
龍
華
寺

所
蔵　

大
日
如
来
像
」『
金
澤
文
庫
研
究
』
三
二
四
号
、
二
十
一
～
三
十
四
頁
、
二
〇
一
〇
年
）

（
15
）
龍
華
寺
所
蔵
大
日
如
来
像
像
内
納
入
品
「
金
剛
頂
経
目
録
等
」
奥
書
（
瀨
谷
貴
之
「
龍
華
寺

所
蔵　

大
日
如
来
像
」『
金
澤
文
庫
研
究
』
三
二
四
号
、
二
十
一
～
三
十
四
頁
、
二
〇
一
〇
年
）

（
16
）
宝
生
寺
所
蔵
大
日
如
来
坐
像
光
背
朱
漆
銘
、同
像
胎
内
納
入
文
書
（『
神
奈
川
県
文
化
財
図
鑑
』

一
四
三
～
一
四
五
頁
）

（
17
）
快
弁
が
宝
生
寺
所
蔵
の
仏
画
の
ミ
ニ
ア
チ
ュ
ア
版
を
本
尊
像
内
に
納
入
し
た
こ
と
の
意
味
に

つ
い
て
は
、
拙
稿
「
寶
生
寺
本
尊
大
日
如
来
像
に
納
入
さ
れ
た
寶
生
寺
所
蔵
の
仏
画
」（『
横

浜
の
元
祖　

寶
生
寺
』
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
、
二
〇
一
七
年
）
参
照
。

（
18
）
修
理
前
の
宝
生
寺
本
の
中
縁
に
は
、
萌
黄
地
に
三
葉
葵
文
の
金
襴
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
宝

生
寺
に
は
徳
川
家
康
が
朱
印
状
を
与
え
て
十
石
の
寺
領
を
安
堵
し
て
お
り
、
修
理
に
も
関
与

し
た
か
と
想
定
し
て
い
た
が
、
軸
木
か
ら
は
、
徳
川
家
と
の
直
接
的
な
つ
な
が
り
は
見
出
せ

な
か
っ
た
。

（
19
）「
紀
伊
国
旧
家
地
士
覚
書
」
天
正
十
三
年
三
月
二
十
五
日
、
東
京
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
、
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「
紀
伊
続
風
土
記　

巻
之
六
十
六　

日
高
郡　

山
地
庄
」
な
ど
。

（
20
）「
武
相
豆
三
箇
国
大
半
本
院
の
壇
縁
な
り
故
に
三
箇
国
の
僧
侶
本
院
を
以
て
留
学
の
場
と
す
。」

「
紀
伊
続
風
土
記
高
野
山
之
部　

巻
之
十
六　

寺
家
之
六　

小
田
原
堂
社
院
家
」（
仁
井
田
好

古
編
『
紀
伊
続
風
土
記
（
四
）』
三
八
八
頁
、
歴
史
図
書
社
、
一
九
七
〇
年
）

（
21
）『
寒
川
町
史
調
査
報
告
書　

高
野
山
高
室
院
資
料
』
一
～
三
、
寒
川
町
、
一
九
九
二
年
、
一
九

九
三
年
、
一
九
九
六
年

（
22
）「
高
野
春
秋
編
年
輯
録 

巻
第
十
四
」
寛
永
八
年
九
月
日
条
（
日
野
西
真
定
編
集
・
校
訂
『
新

校　

高
野
春
秋
編
年
輯
録
』
三
一
三
頁
、
名
著
出
版
、
一
九
八
二
年
）

（
23
）『
横
浜
市
文
化
財
調
査
報
告
書　

第
二
十
五
輯
の
一　

宝
生
寺
近
世
文
書
』
横
浜
市
教
育
委
員

会
編
、
一
九
九
三
年

（
24
）「
狩
野
五
家
譜
」（『
日
本
書
畫
苑 
第
二
』
所
収
、
一
九
一
五
年
、
国
書
刊
行
会
）、
お
よ
び

《
狩
野
益
信
像
》（
狩
野
美
信
筆
、
江
戸
時
代
、
東
京
国
立
博
物
館
）
の
賛
文
を
参
考
に
し
た
。

（
25
）
門
脇
む
つ
み
『
巨
匠
狩
野
探
幽
の
誕
生　

江
戸
初
期
、
将
軍
も
天
皇
も
愛
し
た
画
家
の
才
能

と
境
遇
』
一
一
三
～
一
一
四
頁
、
お
よ
び
一
一
九
～
一
二
三
頁
、
朝
日
選
書
九
二
五
、
朝
日

新
聞
出
版
、
二
〇
一
四
年

（
26
）『
区
政
施
行
五
〇
周
年
記
念　

神
奈
川
区
誌
』
七
十
一
頁
、
神
奈
川
区
史
編
さ
ん
刊
行
実
行
委

員
会
、
一
九
七
七
年

（
27
）
明
治
二
十
年
の
「
宝
生
寺
什
器
帳
」
で
は
「
天
保
四
年
八
月
」
に
修
理
さ
れ
た
と
す
る
。（『
横

浜
市
文
化
財
調
査
報
告
書　

宝
生
寺
近
世
文
書　

第
二
十
五
輯
の
一
』
六
十
四
頁
、
横
浜
市

教
育
委
員
会
編
、
一
九
九
三
年
）

（
28
）
宝
生
寺
が
所
蔵
す
る
二
幅
一
対
の
《
十
六
羅
漢
図
》
に
は
、
朝
陽
対
月
の
態
を
と
る
羅
漢
が

描
か
れ
る
。
朝
陽
対
月
と
い
う
画
題
は
、
画
僧
牧
谿
像
と
結
び
つ
き
、
特
に
鎌
倉
地
域
で
重

要
視
さ
れ
た
と
筆
者
は
想
定
し
て
お
り
、
宝
生
寺
と
鎌
倉
地
域
と
の
接
点
を
考
え
る
う
え
で
、

宝
生
寺
本
《
十
六
羅
漢
図
》
は
、
宝
生
寺
本
《
仏
涅
槃
図
》
と
同
様
に
重
要
な
作
例
で
あ
る
。

拙
稿
「
高
城
寺
旧
蔵
の
《
十
六
羅
漢
図
》
に
み
る
禅
の
要
素
」『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
』
第
三

十
八
号
（
特
集 

禅
と
Z
E
N
）、
一
般
社
団
法
人
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
、
二
〇
一
八
年

（
29
）「
年
中
行
事
幷
日
記
帳
」
明
治
八
年
二
月
十
三
日
条
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
、
涅
槃
図
を

宝
生
寺
か
ら
増
徳
院
に
貸
し
出
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
涅
槃
会
に
合
わ
せ
て
の
貸
出
だ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
当
時
、
本
山
格
を
宝
生
寺
か
ら
移
さ
れ
て
い
た
増
徳
院
に
、
そ
の
奥
の

院
と
し
て
存
在
し
た
宝
生
寺
か
ら
涅
槃
図
を
貸
し
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
多
く
の
参
拝
者

が
訪
れ
た
で
あ
ろ
う
涅
槃
会
は
増
徳
院
で
行
う
が
、
什
物
の
管
理
保
管
は
変
わ
ら
ず
宝
生
寺

で
行
わ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

十
三
日
、
早
朝
佳
与
浜
行
候
事
、
元
町
増
徳
院
ヨ
リ
涅
盤
（
マ
マ
）
像
申
越
ニ
付
、
即

チ
、
涅
槃
像
羅
漢
都
合
三
帳
貸
遣
シ
候
事
、
外
ニ
四
座
講
式
四
本
、
諸
祭
文
壱
軸
都
合

五
本
遣
し
候
事

（『
横
浜
市
文
化
財
調
査
報
告
書　

第
二
十
五
輯
の
三　

宝
生
寺
近
世
文
書
』
五
十
九
頁
、

横
浜
市
教
育
委
員
会
編
、
一
九
九
六
年
）

　

ま
た
、「
寄
附
帳
・
什
物
帳
」
お
よ
び
「
宝
生
寺
什
器
帳
」（
明
治
二
十
年
）
に
も
涅
槃
像

の
所
有
が
記
さ
れ
、
明
治
年
間
に
も
宝
生
寺
の
什
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。（『
横

浜
市
文
化
財
調
査
報
告
書　

宝
生
寺
近
世
文
書　

第
二
十
五
輯
の
一
』
六
十
四
頁
、
横
浜
市

教
育
委
員
会
編
、
一
九
九
三
年
）

（
30
）
大
原
嘉
豊
「
流
転
の
仏
画
―
南
山
城
地
域
伝
存
仏
画
か
ら
見
え
る
歴
史
の
断
片
―
」『
南
山
城

の
古
寺
巡
礼
』
京
都
国
立
博
物
館
、
二
〇
一
四
年

〔
付
記
〕

　

本
稿
は
J
S
P
S
科
研
費
J
P
1
8
K
1
2
2
5
1
（
研
究
代
表
者
：
橋
本
遼
太　

研
究
課
題
名
：
鎌
倉
～
南
北
朝
時
代
に
お
け
る
絵
所
の
並
立
と
絵
師
の
交
流
を
め
ぐ

る
調
査
研
究
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　

掲
載
図
版
の
う
ち
、
図
2
～
図
7
は
株
式
会
社
墨
仁
堂
か
ら
提
供
を
受
け
ま
し
た
。

図
8
は
著
者
撮
影
。
そ
の
他
の
写
真
図
版
は
岸
山
浩
之
（
当
館
写
真
技
師
）
の
撮
影

に
よ
り
ま
す
。
な
お
、
図
19
は
軸
木
を
五
度
ず
つ
回
転
し
て
撮
影
し
た
複
数
枚
の
写

真
を
岸
山
が
合
成
し
作
成
し
ま
し
た
。
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